
日本天文学会2017年秋季年会

R05a NROレガシープロジェクトCOMING(11)：観測のまとめ
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国立天文台野辺山宇宙電波観測所 45 m電波望遠鏡のレガシー観測として進めてきた近傍銀河の大規模な分子
ガス撮像観測 (COMING = CO Multi-line Imaging of Nearby Galaxies) は過去最大のサンプル数約 130天体を
もって終了した．本講演では，観測結果の概要とデータ解析の進捗状況について報告する．銀河の進化を星の生
成史から捉える場合，材料となる分子ガスの総量，銀河内での分布・運動，ガスの性質を知ることは不可欠である
が，銀河全体に渡って分子ガスが撮像された例は限られており，系統的な理解の妨げになってきた．そこで，私
たちは 45 m望遠鏡に搭載されたマルチビーム受信機 FORESTを使ったOTF観測により，多数の近傍銀河につ
いて 12CO, 13CO, C18O (J = 1− 0)の 3輝線同時撮像を実施した．得られたデータは，独自に考案した客観性の
高い方法を用いて現在順次解析が進められている．これまでに解析されたデータには，銀河内での 12CO/13CO
の局所的な変化が見られ，空間分解した複数輝線の撮像観測の重要性を示している．解析終了後は，多数の銀河
について，その形態や環境が分子ガスから星が生成される過程に及ぼす影響等について系統的に明らかにする．


